
 

Rev.3.00  2010.04 

E8aエミュレータ 
ユーザーズマニュアル 別冊 

R0E00008AKCE00JP34 

ルネサスマイクロコンピュータ開発環境システム 

M16Cファミリ / M16C/60シリーズ 

M16C/64グループ接続時の注意事項 

本資料に記載の全ての情報は本資料発行時点のものであり、ルネサス エレクトロニクスは、 
予告なしに、本資料に記載した製品または仕様を変更することがあります。 
ルネサス エレクトロニクスのホームページなどにより公開される最新情報をご確認ください。 



2.

3.
4.

5.

6.

7.

OA AV

8.

9.

10. 
RoHS

11. 

12. 

1. 

2. 1

 



E8a エミュレータ 目次 

RJJ10J2019-0300  Rev.3.00  Page 3 of 39 
2010.04.30  

目 次 

ページ 
1. E8aエミュレータマニュアル構成.............................................................................................................................4 
2. E8aエミュレータ仕様...............................................................................................................................................5 
2.1 エミュレータ仕様一覧...........................................................................................................................................5 
2.2 対応ツールチェーンおよびサードパーティツール ...............................................................................................6 
3. E8aエミュレータとユーザシステムの接続 ..............................................................................................................8 
3.1 E8aエミュレータとユーザシステムとの接続コネクタ..........................................................................................8 
4. E8a接続時の端子処理例 .........................................................................................................................................10 
4.1 E8a接続時の端子処理(全体).................................................................................................................................10 
4.2 E8aエミュレータ内インタフェース回路 .............................................................................................................18 
5. エミュレータデバッガの設定 ................................................................................................................................19 
5.1 [エミュレータ設定]ダイアログボックス ..............................................................................................................19 
5.2 エミュレータモードタブ .....................................................................................................................................20 
5.3 ファームウェア配置タブ .....................................................................................................................................22 
5.4 MCU設定タブ .......................................................................................................................................................23 
5.5 通信ボーレートタブ ............................................................................................................................................24 
6. E8aエミュレータ機能(E8aユーザーズマニュアル補足) ........................................................................................25 
6.1 メモリ空間拡張4Mバイトモード用コマンド.......................................................................................................25 
6.1.1 メモリ空間拡張機能 4Mバイトモード用コマンド ...........................................................................................25 
6.1.2 メモリ空間拡張機能 4Mバイトモード用コマンド詳細 ....................................................................................25 
7. E8aエミュレータ使用上の注意事項 .......................................................................................................................28 
7.1 占有するマイコン資源.........................................................................................................................................28 
7.2 フラッシュメモリ ................................................................................................................................................31 
7.2.1 CPU書き換えモードのデバッグに関する注意事項 ..........................................................................................31 
7.2.2 フラッシュメモリ書き換え中の注意事項 ........................................................................................................31 
7.2.3 デバッグに使用したマイコン ..........................................................................................................................31 
7.2.4 フラッシュメモリのIDコード ..........................................................................................................................32 
7.3 電源供給に関して ................................................................................................................................................33 
7.4 ユーザプログラム停止中の動作 ..........................................................................................................................33 
7.5 デバッグ機能 .......................................................................................................................................................33 
 
 



E8a エミュレータ 1.E8a エミュレータマニュアル構成 

RJJ10J2019-0300  Rev.3.00  Page 4 of 39 
2010.04.30  

1.E8aエミュレータマニュアル構成 

 

E8aエミュレータのマニュアルは、E8aユーザーズマニュアルとE8aユーザーズマニュアル 別冊(本マニュアル)の

2部で構成されています。 

E8aエミュレータご使用にあたり、両方のユーザーズマニュアルを必ずお読みになってください。 

なお本書では、"L"アクティブの信号を表記するため信号名の末尾に"#"を付加しています(例：RESET#)。 

 

(1)E8aエミュレータユーザーズマニュアル 

E8aエミュレータユーザーズマニュアルには、ハードウェア仕様やエミュレータデバッガの操作方法が記載

されています。 

 

 E8aエミュレータのハードウェア仕様 

 E8aエミュレータとホストコンピュータおよびユーザシステムとの接続 

 E8aエミュレータデバッガの操作方法 

 E8aエミュレータデバッガの起動からデバッグ作業までのチュートリアル 等 

 

(2)E8aエミュレータユーザーズマニュアル 別冊 

E8aエミュレータユーザーズマニュアル 別冊には、マイコンに依存する内容や注意事項が記載されていま

す。 

 

 E8aエミュレータが使用するマイコンの資源 

 ハードウェア設計時に必要なE8aエミュレータとの接続例やインタフェース回路 

 E8aエミュレータ使用時の注意事項 

 E8aエミュレータデバッガ起動時の設定 等 
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2.E8aエミュレータ仕様 

2.1  エミュレータ仕様一覧 

表2.1にM16C/64グループでのE8aエミュレータの仕様一覧、表2.2にE8aエミュレータの使用環境条件を示しま

す。 

 

表 2.1 M16C/64グループでのE8aエミュレータの仕様一覧 

項目 内容 

対応マイコン M16CファミリM16C/60シリーズ 

M16C/64グループ 

対応動作モード シングルチップモード 

メモリ拡張モード 

マイクロプロセッサモードはサポートしておりません。 

動作電圧 M16C/64 2.7～5.5V(f(BCLK)=25MHz) 

デバッグ機能 

ブレーク機能 ・アドレス一致ブレーク4点 

・PCブレークポイント(最大255点) 

・強制ブレーク 

トレース機能 なし 

フラッシュメモリ 

プログラミング機能 

あり 

ユーザインタフェース 

 

クロック同期形シリアル(P64/P65/P66/P67で通信) 

占有するマイコンの資源 

 

・ROM 3Kバイト 

・RAM 128バイト 

・スタック14バイト 

・アドレス一致割り込み 

・UART1機能およびP64/P65/P66/P67 

・P50端子およびP55端子 

エミュレータ用電源 不要(USBバスパワードのため、PCより供給) 

ホストマシンとの 

インタフェース 

USB(USB1.1, フルスピード)* 

* USB2.0対応のホストコンピュータにも接続可能 

* USBインタフェースは、すべてのホストコンピュータ、USBデバイス、 

USBハブの組合せでの動作を保障するものではありません。 

電源供給機能 ユーザシステムに3.3Vまたは5.0V供給可能(最大300mA) 

対応エミュレータデバッガ M16C E8aエミュレータデバッガV1.02 Release 00 以降 

 

表 2.2 使用環境条件 

項目 仕様 

温度 動作時         ：    10～35℃ 

非動作時       ：    -10～50℃ 

湿度 動作時         ：    35～80%RH 結露なし 

非動作時       ：    35～80%RH 結露なし 

振動 動作時         ：    最大2.45m/s2 

非動作時       ：    最大4.9m/s2 

梱包輸送時     ：    最大14.7m/s2 

周囲ガス 腐食性ガスのないこと 
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2.2  対応ツールチェーンおよびサードパーティツール 

表 2.3に示すツールチェーンおよびサードパーティツールで作成したモジュールのデバッグが可能です。 

 

表 2.3 対応ツールチェーンとサードパーティツール 

ツールチェーン M3T-NC30WA V.5.20 Release 01以降 

サードパーティツール TASKING M16C C/C++/EC++コンパイラ V.2.3r1以降 

IAR EWM16C V.2.12以降 

 

ELF/DWARF2フォーマットで作成したロードモジュールのデバッグに関する 

注意事項 
 

TASKING M16C C/C++/EC++コンパイラ V3.0r1を使用してELF/DWARF2フォーマットのロードモジュールを作成した 

場合、ウォッチウィンドウで基底クラスのメンバ変数を表示する際に以下の注意事項があります。 

 

<注意事項> 

 基底クラスを持つクラスオブジェクトを定義した場合、 

 ケース1：クラスオブジェクトから基底クラスのメンバ変数を直接参照することができません(*1)。 

=>クラスオブジェクトからの間接参照により基底クラスのメンバ変数を参照してください(*2)(*3)。 

 ケース2：PC値が派生クラスのメンバ関数内にある場合、基底クラスのメンバ変数を直接参照することが

できません(*4)。 

=>thisポインタからの間接参照により基底クラスのメンバ変数を参照してください(*5)(*6)。 
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///////////////////////////////////////////////////////// 
 *.h 
     class BaseClass 
     { 
     public:  
         int m_iBase;  
     public:  
         BaseClass() { 
             m_iBase = 0;  
         } 
         void BaseFunc(void);  
     }; 
 
     class DerivedClass : public BaseClass 
     { 
     public:  
         int m_iDerive;  
     public:  
         DerivedClass() { 
             m_iDerive   = 0;  
         } 
         void DerivedFunc(void);  
     }; 
 
 
 *.cpp 
     main() 
     { 
         class DerivedClass ClassObj;  
         ClassObj.DerivedFunc(); 
         return;  
     } 
  
    void BaseClass::BaseFunc(void)  
     { 
         m_iBase = 0x1234;  
     } 
  
     void DerivedClass::DerivedFunc(void)  
     { 
         BaseFunc(); 
         m_iDerive   = 0x1234;  
     } 
///////////////////////////////////////////////////////// 

 

図 2.1 記述例 

 

 
///////////////////////////////////////////////////////// 
 ケース1：PC値がmain()関数内にある場合 
    (1)"ClassObj.m_iBase"                        :参照不可(*1)  
    (2)"ClassObj.__b_BaseClass.m_iBase"            :参照可(*2)  
    (3)"ClassObj" 
            - "__b_BaseClass" 
                - "m_iBase"                      :参照可(*3)  
            - "m_iDerive" 
                                     - : 展開記号 
 
 ケース2：PC値がDerivedClass::DerivedFunc()関数内にある場合 
    (1)"m_iBase"                                 :参照不可(*4)  
    (2)"this->__b_BaseClass.m_iBase"             :参照可(*5)  
    (3)"__b_BaseClass.m_iBase"                   :参照可(*5)  
    (4)"this" 
            - "*" 
                - "__b_BaseClass" 
                    - "m_iBase"                  :参照可(*6)  
                - "m_iDerive" 
    (5)"__b_BaseClass" 
            - "m_iBase"                      :参照可(*6)  
///////////////////////////////////////////////////////// 

 

図 2.2 ウォッチウィンドウへの登録例
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3.E8aエミュレータとユーザシステムの接続 

3.1  E8aエミュレータとユーザシステムとの接続コネクタ 

E8aエミュレータを接続するためには、ユーザシステム上にユーザインタフェースケーブル接続用のコネクタ

を実装する必要があります。 

E8aエミュレータが推奨するE8a接続コネクタを表 3.1、E8a接続コネクタのピン配置を図 3.2に示します。 

 

ユーザシステム設計の際には、「図 3.2 E8a接続コネクタのピン配置」および4章「E8a接続時の端子処理

例」を参考にしてください。 

また、ユーザシステム設計の際には、E8aエミュレータユーザーズマニュアルおよび関連デバイスのハード

ウェアマニュアルを必ずお読みになってください。 

 

表 3.1 推奨コネクタ 

 型名 メーカ 仕様 

14ピンコネクタ 7614-6002 住友スリーエム株式会社 14ピンストレートタイプ 

 

Pin 1

Pin 2
User system

Connector

User system interface cable

 

図 3.1 E8a接続コネクタ使用時のユーザインタフェースケーブル接続方法 

 

留意事項 
 E8a接続コネクタの周囲3mm四方に他の部品を実装しないでください。 

 E8aをプログラマとして使用するときも接続方法は同じです。 

 E8a接続コネクタの2,6,10,12,14ピンはユーザシステム基板上でしっかりとGNDに接続してください。 

電気的なGNDとして使用する他、E8aエミュレータがユーザシステムコネクタの接続を監視するためにも

使用しています。 
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Pin NO M16C/64 

MCU Signals 

1 P65(SCLK) 

2 Vss 

3 CNVss 

4 P55(EPM) 

5 P67(TxD) 

6 Vss 

7 P50(CE) 

8 Vcc 

9 P64(BUSY) 

10 Vss 

11 P66(RxD) 

12 Vss 

13 RESET# 

14 Vss 

 

Pin 1 mark

Pin 2

Pin 1 mark
Connector

Pin 1
Pin 14
Pin 13

 

図 3.2 E8a接続コネクタのピン配置 

 

留意事項 
 14番ピンはE8aとユーザシステムの接続確認に使用されており、E8a内部では直接Vssに接続されていま

せん。Vssとしては14番ピンのほかに必ず2,6,10,12番ピンも接続してください。 

 ユーザシステムコネクタのピン配置には注意してください。 
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4.E8a接続時の端子処理例 

4.1  E8a接続時の端子処理(全体) 

E8a接続時の端子処理例は下記の通りです。E8aをプログラマとして使用するときもE8aとマイコンの接続仕様

も下記の通りです。 

 単一電源かつシングルチップモードの場合： 図 4.1参照 

 単一電源かつメモリ拡張モードの場合：   図 4.2参照 

 2電源かつシングルチップモードの場合：   図 4.3参照 

 2電源かつメモリ拡張モードの場合：     図 4.4参照 

 

 

＊：オープンコレクタバッファ

ユーザ
論理

*

ユーザシステム

Vcc

E8a接続用
コネクタ

マイコン

SCLK

RxD

TxD

BUSY

EPM

CE

CNVss

RESET#

Vss

Vcc VccVcc

RESET#

Vcc

CNVss

 

図 4.1 E8aの接続例(単一電源かつシングルチップモードの場合) 

 

注意事項 
【注1】 P64, P65の端子処理については、「(1)SCLK,RxD,TxD,BUSY端子14ページ」を参照ください。 

P50, P55の端子処理については、「(2)EPM#,CE#端子15ページ」を参照ください。 

4.7kΩ以上でプルアップ

4.7kΩ以上で

プルアップ 
4.7kΩ以上で

プルダウン 

P65【注】

P66

P67

P55【注】

P50【注】

P64【注】
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＊：オープンコレクタバッファ

ユーザ
論理

*

ユーザシステム

Vcc

E8a接続用
コネクタ

マイコン

SCLK

RxD

TxD

BUSY

EPM

CE

CNVss

RESET#

Vss

Vcc VccVcc

RESET#

Vcc

CNVss

VccVcc

 

図 4.2 E8aの接続例(単一電源かつメモリ拡張モードの場合) 

 

注意事項 
【注1】 P64, P65の端子処理については、「(1)SCLK,RxD,TxD,BUSY端子14ページ」を参照ください。 

 

【注2】 HOLD#信号は使用できません。P55はユーザシステム上でプルアップしてください。 

 

【注3】 P50はWRL#/WR#として使用できます。 

E8aエミュレータはブートモード移行時(マイコンをリセットしている)にCE端子に"H"を出力しますが、

それ以外の状態ではE8aはCE端子を"Hiz"状態にしています。 

このため、マイコンからの信号との衝突はありません。 

また、WRL#/WR#端子はLアクティブな信号なため、メモリに対しても影響を与えません。 

 

4.7kΩ以上でプルアップ 

4.7kΩ以上で

プルアップ 
4.7kΩ以上で

プルダウン 

4.7k～22kΩでプルアップ

P65【注1】

P66

P67

P55【注2】

P50【注3】

P64【注1】
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＊：オープンコレクタバッファ

ユーザ
論理

*

ユーザシステム

Vcc

E8a接続用
コネクタ

マイコン

SCLK

RxD

TxD

BUSY

EPM

CE

CNVss

RESET#

Vss

Vcc1 Vcc1Vcc1

RESET#

Vcc1

CNVss

Vcc2

 

図 4.3 E8aの接続例(2電源かつシングルチップモードの場合) 

 

注意事項 
【注1】 P64, P65の端子処理については、「(1)SCLK,RxD,TxD,BUSY端子14ページ」を参照ください。 

P50, P55の端子処理については、「(2)EPM#,CE#端子15ページ」を参照ください。 

 

 

4.7kΩ以上で

プルアップ 4.7kΩ以上で

プルダウン 

4.7kΩ以上で

プルアップ 

4.7kΩ以上で 

プルアップ 

P65【注】

P66

P67

P55【注】

P50【注】

P64【注】
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＊：オープンコレクタバッファ

ユーザ
論理

*

ユーザシステム

Vcc

E8a接続用
コネクタ

マイコン

SCLK

RxD

TxD

BUSY

EPM

CE

CNVss

RESET#

Vss

Vcc1 Vcc1Vcc1

RESET#

Vcc1

CNVss

Vcc2Vcc2

 

図 4.4 E8aの接続例(2電源かつメモリ拡張モードの場合) 

 

注意事項 
【注1】 P64, P65の端子処理については、「(1)SCLK,RxD,TxD,BUSY端子14ページ」を参照ください。 

 

【注2】 HOLD#信号は使用できません。P55はユーザシステム上でプルアップしてください。 

 

 

4.7kΩ以上で

プルアップ 4.7kΩ以上で

プルダウン 

4.7kΩ以上でプルアップ

4.7kΩ以上で 

プルアップ 

4.7k～22kΩでプルアップ

P65【注1】

P66

P67

P55【注2】

P50

P64【注1】
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(1)SCLK,RxD,TxD,BUSY端子 

P64(BUSY),P65(SCLK),P66(RxD)およびP67(TxD)は、E8aエミュレータが占有して使用します。 

P66およびP67は、マイコン端子をVcc(Vcc1)でプルアップして、E8aエミュレータと接続してください。 

P64およびP65は、E8aエミュレータを外した後のマイコン端子状態を考慮し、Vcc(Vcc1)でプルアップまた

はプルダウンしてください。 

E8aエミュレータ動作中にP64はHiz状態になることがあります。そのため抵抗値に関しては、E8aエミュ

レータ内部抵抗(図 4.12 18ページ参照)との分圧により、中間電位にならない値で端子処理をしてください。 

 

マイコン

SCLK

RxD

TxD

BUSY

Vcc
(Vcc1)

Vcc
(Vcc1)

E8a接続用
コネクタ

1

11

5

9

 

図 4.5 E8aエミュレータとSCLK,RxD,TxD,BUSY端子の接続 

4.7kΩ以上で

プルアップ 

P65/SCLK

P66/RxD

P67/TxD

P64/BUSY
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(2)EPM#,CE#端子 

P50(CE#),P55(EPM#)端子は、E8aエミュレータがマイコン制御に使用します。 

E8aエミュレータとマイコン端子を接続してください。 

 

① 単一電源かつシングルチップモードの場合 

 P50,P55は、E8aエミュレータを外した後のマイコン端子状態を考慮し、Vccでプルアップまたはプルダウ

ンしてください。 

 E8aエミュレータ動作中にP50,P55はHiz状態になることがあります。そのため抵抗値に関しては、E8aエ

ミュレータ内部抵抗(図 4.12 18ページ参照)との分圧により、中間電位にならない値で端子処理をしてく

ださい。 

 

マイコン

EPM

CE

4

7

E8a接続用
コネクタ

 

図 4.6 E8aエミュレータとP50,P55端子の接続(単一電源かつシングルチップモードの場合) 

 

② 単一電源かつメモリ拡張モードの場合 

 

マイコン

EPM

CE

Vcc

4

E8a接続用
コネクタ

Vcc

7

 
 

図 4.7 E8aエミュレータとP50,P55端子の接続(単一電源かつメモリ拡張モードの場合) 

 

注意事項 
 

【注】 

 

HOLD#信号は使用できません。P55はユーザシステム上でVccにプルアップしてください。 

 

 

P55/EPM

P50/CE

4.7k～22kΩで 

プルアップ 
4.7kΩ以上でプルアップ

P55/EPM【注】

P50/CE
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③ 2電源かつシングルチップモードの場合 

 P55は、E8aエミュレータを外した後のマイコン端子状態を考慮し、Vcc2でプルアップまたはプルダウン

してください。 

 E8aエミュレータ動作中にP55はHiz状態になることがあります。そのため抵抗値に関しては、E8aエミュ

レータ内部抵抗(図 4.12 18ページ参照)との分圧により中間電位にならない値で端子処理をしてください。 

 

マイコン

EPM

CE

Vcc2

4

E8a接続用
コネクタ

 

図 4.8 E8aエミュレータとP50,P55端子の接続(2電源かつシングルチップモードの場合) 

 

④ 2電源かつメモリ拡張モードの場合 

 

 

マイコン

EPM

CE

Vcc2

4

E8a接続用
コネクタ

Vcc2

 

図 4.9 E8aエミュレータとP50,P55端子の接続(2電源かつメモリ拡張モードの場合) 

 

注意事項 
 

【注】 

 

HOLD#信号は使用できません。P55はユーザシステム上でVcc2にプルアップしてください。 

 

 

4.7kΩ以上でプルアップ

P55/EPM

P50/CE

4.7k～22kΩで 

プルアップ 4.7kΩ以上でプルアップ

P55/EPM【注】

P50/CE
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(3)CNVss端子 

CNVss端子は、E8aエミュレータがマイコン制御に使用します。 

E8aエミュレータとマイコン端子をプルダウンした上でE8aエミュレータと接続してください。 

 

マイコンCNVss CNVss

E8a接続用
コネクタ

3

 

図 4.10 E8aエミュレータとCNVss端子の接続 

 

(4)RESET#端子 

RESET端子はE8aエミュレータが使用します。そのため、ユーザシステムのリセット回路はオープンコレク

タ出力またはCRによるリセット回路をご使用ください。プルアップ抵抗の推奨値は4.7kΩ以上です。 

E8aエミュレータから"L"を出力することにより、マイコンをリセットしています。"H"を出力するタイプの

リセットICでは、ユーザシステム上のリセット回路を"L"にすることができないため、正常にE8aエミュレー

タを動作させることができません。 

 

ユーザ
論理

*

RESET# RESET#

Vcc

13

＊：オープンコレクタバッファ

E8a接続用
コネクタ

マイコン

 
 

図 4.11 リセット回路例 

 

(5)その他端子 

 VssはマイコンのVss端子に、VccはマイコンのVcc(Vcc1)端子に接続してください。 

 Vcc(Vcc1,Vcc2)端子への入力可能電圧は、マイコンの保証範囲内です。 

 NMI#割り込みを使用しない場合は、NMI#端子に抵抗を介してVcc(Vcc1)端子に接続(プルアップ)してくだ

さい。 

 14番ピンはE8aとユーザシステムの接続確認に使用されており、E8a内部では直接Vssに接続されていませ

ん。Vssとしては14番ピンのほかに必ず2,6,10,12番ピンも接続してください。 

 

 

4.7kΩ以上で

プルダウン 

4.7kΩ以上でプルアップ 
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4.2  E8aエミュレータ内インタフェース回路 

図 4.12にE8aエミュレータ内インタフェース回路を示します。プルアップ抵抗の値などを決定するときに参考

にしてください。 

 

74LVC125

ユーザシステムコネクタ

10
0
k
Ω

【注】
22Ω

【注】74LVC125及び74LVC1T45はユーザシステムコネクタまたは電源供給回路(電源供給モード時)からのVccで駆動します。

電源供給回路
(電源供給モード時のみ使用)

エミュレータコントロール回路

SCLK

CNVss

EPM

22Ω

22Ω

22Ω

22Ω

CE

RxD

100kΩ

100kΩ

3.3V

TxD

BUSY

RESET# 13

9

5

4

3

1
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7
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100kΩ
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22Ω

1
M
Ω

1
0
0
k
Ω
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k
Ω

1
00
k
Ω

74LVC2T45

【注】

3.3V

2SC2462
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1
k
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1
0
k
Ω

 

図 4.12 E8aエミュレータ内インタフェース回路（参考） 
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5.エミュレータデバッガの設定 

5.1  [エミュレータ設定]ダイアログボックス 

[ エミュレータ設定 ] ダイアログボックスは、デバッガ起動時に必要な項目を設定するためのダイアログ

ボックスです。電源供給以外の設定は、次回起動時も有効です。 

新規プロジェクトワークスペース作成後、初めてデバッガを起動する場合は、[ エミュレータ設定 ] ダイア

ログボックスをウィザード形式で表示します。 

 

図 5.1 [ エミュレータ設定 ] ダイアログボックス 

 

ダイアログボックス下部の[今後、このダイアログボックスを表示しない]チェックボックスをチェックする

と、次回デバッガ起動時にこの[エミュレータ設定]ダイアログボックスをオープンしないようにすることがで

きます。 

 

[エミュレータ設定]ダイアログは、以下のいずれかの方法で再表示できます。 

 デバッガ起動後、メニュー[基本設定]→[エミュレータ]→[エミュレータ設定(E)...]を選択する。 

 Ctrlキーを押しながらデバッガを起動する。 

 

なお、[今後、このダイアログボックスを表示しない]チェックボックスが選択されているときは、E8aから

ユーザシステムへの電源供給は行いません。 
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5.2  エミュレータモードタブ 

エミュレータモードタブでは、デバイスの選択、モードの指定、電源供給の設定を行います。 

 

MCUグループ(M)の選択 

ドロップダウンリストボックスから、ご使用になる

マイコングループ名を選択してください。 

 

デバイス(D)の選択 

ドロップダウンリストボックスから、ご使用になる

マイコン型名を選択してください。 

 

モードの指定 

ご使用になるモードを選択してください。 

詳細は「5.2 (1)モードの指定」21ページを 

参照ください。 

 

電源の指定 

ユーザシステムへの電源供給方法を指定してくださ

い。 

●E8aからユーザシステムに電源を供給する場合 

[ エミュレータから電源供給(P) (最大300mA) ]

チェックボックスをチェックしてください。 

 

なお、2電源でマイコンを動作させるシステムをデ

バッグする場合、E8aから電源供給はできません。 

 

図 5.2 [ エミュレータ設定 ] ダイアログボックス 
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(1)モードの指定 

 

表 5.1 モードの指定 

モード指定 用途 説明 

フラッシュメモリデータを 

消去して起動【注2】 

マイコンのフラッシュメモリデータを消去してデバッガを起動します。 

この時E8aエミュレータ用プログラムも書き込まれます。 

フラッシュメモリデータを 

保持して起動 

デバッグ 

専用 

【注1】 

マイコンのフラッシュメモリデータを保持してデバッガを起動します。 

但し、E8aエミュレータプログラム用の領域および 

E8aエミュレータが使用するベクタ領域は変更されます。 

フラッシュメモリ 

データの書込み【注2】 

簡易 

プログラマ 

ダウンロード時にはユーザプログラムのみを書き込みます 

(E8aエミュレータ用プログラムは書き込まれません)。 

このため、このモードではプログラムのデバッグはできません。 

 

[デバッガ終了時にユーザプログラムを実行]チェックボックスをチェックした場合、 

エミュレータをユーザシステムに接続した状態でデバッガ終了と同時にユーザプログラムを

実行します。本チェックボックスの設定は[フラッシュメモリデータの書き込み]モードを選

択しているときのみ設定可能です。 

CPU書き換えモードの 

デバッグ 

デバッグ 

専用 

【注1】 

CPU書き換えを行うプログラムをデバッグする際に使用します。 

本モードでは、フラッシュメモリの書き換えを伴う以下のデバッグ操作は行えません。 

－ PCブレークポイントの設定 

－ フラッシュメモリ領域のメモリ内容変更 

 

なお、本モードではマイコンのフラッシュメモリデータを消去してデバッガを起動します。

この時、E8aエミュレータ用プログラムも書き込まれます。 

 

 

注意事項 
【注1】 これらのモードで書き込みを行ったプログラムは、CPU単体で動作させることはできません。 

CPU単体で動作させる場合は、「フラッシュメモリデータの書込み」モードを使用してください。 

【注2】 これらのモードでの起動時、フラッシュメモリの全ブロックのロックビットは、アンロック状態にな

ります。 

またユーザプログラムダウンロード後、ダウンロードしたブロックのロックビットはアンロック状態

になります。 
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5.3  ファームウェア配置タブ 

ファームウェア配置タブでは、ファームウェアの配置アドレス指定等を行います。 

 

ファームウェア配置領域の選択 

どの領域にファームウェアを配置するか設定してくだ

さい。設定はROM領域とRAM領域のユーザプログラムで

使用しない領域を設定してください。 

 

●プログラム 

どのROM領域にファームウェアを配置するか設定しま

す。ユーザシステムで使用しない3kバイトを指定し

てください。データ領域は指定できません。 

 

●ワークRAM 

どのRAM領域にファームウェアを配置するか選択しま

す。ユーザシステムで使用しない128バイトを指定し

てください。 

 

図 5.3 [ エミュレータ設定 ] ダイアログボックスのファームウェア配置タブ 
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5.4  MCU設定タブ 

MCU設定タブで、ユーザシステムにおいて使用されるマイコンの動作条件を設定してください。 

 

MCU 

[エミュレータモード]タブの[デバイス]の選択で 

選択したMCUが表示されます。 

 

プロセッサモード: 

ユーザシステムにあわせて、プロセッサモードを指定して

ください。 

本製品は以下のプロセッサモードのみ指定できます。 

●Single-chip Mode：シンブルチップモード 

●Memory Expansion Mode：メモリ拡張モード【注1】 

 

メモリ空間拡張 

プロセッサモードで"Memory Expansion Mode"(メモリ拡張

モード)を指定した場合、メモリ空間拡張機能を使用するか

どうかを指定します。 

 

"Normal Mode":メモリ空間拡張機能を使用しない 

“4MB Mode”： メモリ空間拡張機能を使用する 

 

PM13(000005Hのビット3)を1で使用 

内部予約領域拡張ビット(PM13)の設定を指定します。ユー

ザプログラムがPM13を1で使用する場合はチェックしてくだ

さい。 

 

PM10(000005hのビット0)を1で使用 

CS2領域切り替えビット(PM10)の設定を指定します。 

ユーザプログラムがPM10を1で使用する場合はチェックして

ください。 

 

PRG2C0(000010hのビット0)を1で使用 

プログラム2領域制御レジスタ(PRG2C0)の設定を指定しま

す。PRG2C0を1で使用する場合はチェックしてください。 

図 5.4 MCU設定タブ 

 

留意事項 
【注1】 ・外部領域が通常のメモリアクセスにより書き換え不可能な場合、 

その領域に対してソフトウェアブレークは使用できません。 

・外部空間にアドレス一致ブレークは設定できません。 

・外部空間内で「カーソル位置まで実行」はできません。 

 外部空間内で「カーソル位置まで実行」を行った場合、プログラム実行状態になります。 

・メモリ空間拡張機能4MBモード使用時、ダウンロード、エディタウィンドウ（MIX表示、逆アセ表示 

モード）、メモリウィンドウおよびウォッチウィンドウでメモリ空間拡張領域をアクセスする場合は

バンク7のみアクセス可能です。この場合のデータバンクオフセットは、データバンクレジスタのオ

フセットビットに従います。 

・メモリ空間拡張機能4MBモード使用時、各バンクにアクセスする場合はメモリ空間拡張機能4Mバイト 

モード用コマンドを使用してください。 
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5.5  通信ボーレートタブ 

E8aエミュレータとマイコン間の通信ボーレートを選択します。 

200000bps(デフォルト)を選択してください。 

 

図 5.5 通信ボーレートタブ 
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6.E8aエミュレータ機能(E8aユーザーズマニュアル補足) 

6.1  メモリ空間拡張4Mバイトモード用コマンド 

6.1.1  メモリ空間拡張機能4Mバイトモード用コマンド 
メモリ空間拡張機能4Mバイトモード用コマンドを以下に示します。これらのコマンドはコマンドライン

ウィンドウで実行可能です。 

 

コマンド 説明 

Memory_Compare_Ext 開始アドレスと終了アドレスで指定されたメモリ領域と比較先開始アドレ

スから始まるメモリ領域の内容を比較します。 

Memory_Display_Ext メモリ内容を表示します。 

Memory_Fill_Ext メモリ領域を指定したデータ値に変更します。 

Memory_Find_Ext メモリ範囲内でデータを検索します。 

Memory_Move_Ext 指定したメモリ内容を移動します。 

 

6.1.2  メモリ空間拡張機能4Mバイトモード用コマンド詳細 
メモリ空間拡張機能4Mバイトモード用コマンドの詳細を以下に示します。 

 

(1)Memory_Compare_Ext 

 短縮形：MCE 

 説明 

開始アドレスと終了アドレスで指定されたメモリ領域と比較先開始アドレスから始まるメモリ領域の内容

を比較します。プログラム実行中は使用できません。 

 シンタックス 

MCE <bank> <offsetbit> <start> <end> <destination> [<mode>] 

 

パラメータ 型 説明 

<bank> 数値 バンク（0～7） 

<offsetbit> ※ 数値 オフセットビット（0：ｵﾌｾｯﾄなし 1：ｵﾌｾｯﾄあり） 

<start> 数値 開始アドレス 

<end> 数値 終了アドレス（この値を含む） 

<destination> 数値 比較先アドレス 

キーワード フォーマット（任意、デフォルト=BYTE） 

BYTE 1バイト 

WORD 2バイト 

LONG 4バイト 

<mode> 

DOUBLE 8バイト 

※ MCU設定ダイアログで“PM13を1で使用”を設定していない場合は、オフセットビットを0に設定してく

ださい。 
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(2)Memory_Display_Ext 

 短縮形：MDE 

 説明 

メモリ内容を表示します。プログラム実行中は使用できません。 

 シンタックス 

MDE <bank> <offsetbit> <address> [<length>] [<mode>] 

 

パラメータ 型 説明 

<bank> 数値 バンク（0～7） 

<offsetbit> ※ 数値 オフセットビット（0：ｵﾌｾｯﾄなし 1：ｵﾌｾｯﾄあり） 

<address> 数値 開始アドレス 

<length> 数値 長さ（任意、デフォルト=0x100バイト） 

キーワード フォーマット（任意、デフォルト=BYTE） 

BYTE バイト 

WORD ワード（2バイト） 

LONG ロングワード（4バイト） 

ASCII ASCII 

SINGLE 単精度浮動小数点（4バイト） 

<mode> 

DOUBLE 倍精度浮動小数点（8バイト） 

※ MCU設定ダイアログで“PM13を1で使用”を設定していない場合は、オフセットビットを0に設定してく

ださい。 

 

(3)Memory_Fill_Ext 

 短縮形：MFE 

 説明 

メモリ領域を指定したデータ値に変更します。プログラム実行中は使用できません。 

 シンタックス 

MFE <bank> <offsetbit> <start> <end> <data> [<mode>] [<verify>] 

 

パラメータ 型 説明 

<bank> 数値 バンク（0～7） 

<offsetbit> ※ 数値 オフセットビット（0：ｵﾌｾｯﾄなし 1：ｵﾌｾｯﾄあり） 

<start> 数値 開始アドレス 

<end> 数値 終了アドレス 

<data> 数値 データ値 

キーワード データサイズ（任意、デフォルト=BYTE） 

BYTE バイト 

WORD ワード（2バイト） 

LONG ロングワード（4バイト） 

ASCII ASCII 

SINGLE 単精度浮動小数点（4バイト） 

<mode> 

DOUBLE 倍精度浮動小数点（8バイト） 

キーワード ベリファイフラグ（任意、デフォルト=V) 

V ベリファイあり 

<verify> 

N ベリファイなし 

※ MCU設定ダイアログで“PM13を1で使用”を設定していない場合は、オフセットビットを0に設定してく

ださい。 
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(4)Memory_Find_Ext 

 短縮形：MIE 

 説明 

メモリ範囲内でデータを検索します。プログラム実行中は使用できません。 

 シンタックス 

MIE <bank> <offsetbit> <start> <end> <string> [<mode>] 

 

パラメータ 型 説明 

<bank> 数値 バンク（0～7） 

<offsetbit> ※ 数値 オフセットビット（0：ｵﾌｾｯﾄなし 1：ｵﾌｾｯﾄあり） 

<start> 数値 開始アドレス 

<end> 数値 終了アドレス（この値を含む） 

<string> 数値 検索データ 

キーワード フォーマット（任意、デフォルト=BYTE） 

BYTE バイト 

WORD ワード（2バイト） 

LONG ロングワード（4バイト） 

ASCII ASCII 

SINGLE 単精度浮動小数点（4バイト） 

<mode> 

DOUBLE 倍精度浮動小数点（8バイト） 

※ MCU設定ダイアログで“PM13を1で使用”を設定していない場合は、オフセットビットを0に設定してく

ださい。 

 

(5)Memory_Move_Ext 

 短縮形：MVE 

 説明 

指定したメモリ内容を移動します。プログラム実行中は使用できません。 

 シンタックス 

MVE <bank> <offsetbit> <start> <end> <destination> [<verify>] [<mode>] 

 

パラメータ 型 説明 

<bank> 数値 バンク（0～7） 

<offsetbit> ※ 数値 オフセットビット（0：ｵﾌｾｯﾄなし 1：ｵﾌｾｯﾄあり） 

<start> 数値 移動元開始アドレス 

<end> 数値 移動元終了アドレス（この値を含む） 

<destination> 数値 移動先開始アドレス 

キーワード ベリファイフラグ（任意、デフォルト=V) 

V ベリファイあり 

<verify> 

N ベリファイなし 

キーワード フォーマット（任意、デフォルト=BYTE） 

BYTE 1バイト 

WORD 2バイト 

LONG 4バイト 

<mode> 

DOUBLE 8バイト 

※ MCU設定ダイアログで“PM13を1で使用”を設定していない場合は、オフセットビットを0に設定してく

ださい。 
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7.E8aエミュレータ使用上の注意事項 

7.1  占有するマイコン資源 

(1)E8aエミュレータ用プログラム占有領域 

E8aエミュレータ用プログラムが占有する領域を、表 7.1に示します。 

E8aエミュレータ用プログラム占有領域の内容は変更しないでください。変更した場合、E8aエミュレータ

での制御ができなくなりますので、デバッガを切断後に再度接続してください。 

 

表 7.1 E8aエミュレータ用プログラム占有領域 

ROM容量 E8aエミュレータプログラム占有領域 
グループ 型名 

Program ROM Data Flash 
RAM容量 

ベクタ領域 ROM領域 RAM領域 

R5F36406 128Kバイト 12Kバイト 

R5F3640D 256Kバイト 16Kバイト 

M16C/64 

R5F3640M 512Kバイト 

4Kバイト 

× 

2ブロック 31Kバイト 

FFFE4h～FFFE7h, 

FFFE8h～FFFEBh, 

FFFECh～FFFEFh, 

FFFF4h～FFFF7h, 

FFFFCh～FFFFFh 

プログラム領域の 

3Kバイト【注1】 

128バイト 

【注1】 

 

注意事項 
【注1】 デバッガ起動時に[エミュレータ設定] ダイアログが表示されますので、ユーザシステムで使用しない

領域を指定してください(詳細は5.3 項ファームウェア配置タブ参照)。 

 

(2)E8aエミュレータ用占有端子 

E8aエミュレータは使用用途によって、以下の端子を使用してマイコンを制御します。 

 デバッグ時/プログラム時：RESET#,CNVss,P50,P55,P64,P65,P66,P67端子 

 

(3)E8aエミュレータでのレジスタ初期化 

E8aエミュレータは、システム起動時に汎用レジスタやフラグレジスタの一部を初期化していますので注意

してください。表 7.2にE8aエミュレータで初期化しているレジスタ名と設定値を示します。 

 

表 7.2 E8aエミュレータでのレジスタ初期値 

状態 レジスタ名 初期値 

E8aエミュレータ 

起動時 

(POWER ON) 

PC 

R0～R3(バンク0,1) 

A0、A1(バンク0,1) 

FB(バンク0,1) 

INTB 

USP 

ISP 

SB 

FLG 

ベクタアドレステーブル中のリセットベクタ値 

0000h 

0000h 

0000h 

0000h 

0000h 

エミュレータ用ワークRAMアドレス+80h【注】 

0000h 

0000h 

 

注意事項 
【注1】 エミュレータ用ワークRAMアドレスは、[ エミュレータ設定 ]ダイアログのファームウェア配置タブで

指定されたアドレスです。 
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(4)E8aエミュレータ用占有SFR 

表 7.3に示すSFRは、E8aエミュレータ用プログラムで使用しユーザプログラムではご使用になれません。 

 これらのSFRは値を変更しないでください。変更した場合、E8aエミュレータでの制御ができなくなります。 

 また、表 7.3に示すSFRは、[デバッグ] ->[CPUのリセット]およびRESETコマンドでは初期化されません。

これらのSFRの内容を参照した場合、E8aエミュレータ用プログラムで設定した値を読み出します。 

 

表 7.3 E8aエミュレータ用プログラムが使用するSFR 

番地 レジスタ シンボル 該当ビット 
E8aエミュレータ 

使用時の注意事項

020Eh アドレス一致割り込み許可レジスタ AIER 全ビット 【注1】 

020Fh アドレス一致割り込み許可レジスタ2 AIER2 全ビット 【注1】 

0210h～0212h アドレス一致割り込みレジスタ0 RMAD0 全ビット 【注1】 

0214h～0216h アドレス一致割り込みレジスタ1 RMAD1 全ビット 【注1】 

0218h～021Ah アドレス一致割り込みレジスタ2 RMAD2 全ビット 【注1】 

021Ch～021Eh アドレス一致割り込みレジスタ3 RMAD3 全ビット 【注1】 

0250h UART送受信制御レジスタ2 UCON ビット1,3,4,5,6 【注2】 

0258h UART1送受信モードレジスタ U1MR 全ビット 【注1】 

025Ah, 025Bh UART1送信バッファレジスタ U1TB 全ビット 【注1】 

025Ch UART1送受信制御レジスタ0 U1C0 全ビット 【注1】 

025Dh UART1送受信制御レジスタ1 U1C1 全ビット 【注1】 

025Eh, 025Fh UART1受信バッファレジスタ U1RB 全ビット 【注1】 

03ECh ポートP6レジスタ P6 ビット4,5,6,7 【注2】 

03EEh ポートP6方向レジスタ PD6 ビット4,5,6,7 【注2】 

 

注意事項 
【注1】 本レジスタの値を変更しないでください。 

【注2】 左記に示すビットの値を変更しないでください。本レジスタを操作する場合、該当ビットの値が変化し

ないようにビット操作命令等にて変更してください。 

【注3】 なお、UART1送信割り込み制御レジスタS1TICとUART1受信割り込み制御レジスタS1RICは常にエミュレー

タ使用時の値が読み出されます。 
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(5)E8aエミュレータ用使用スタック領域 

E8aエミュレータでは、ユーザプログラムブレーク時にスタックポインタ(ISP)を最大14バイト分使用しま

す。したがって、スタックエリアには14バイト分の余裕を確保してください。 

 

(6)リセット 

リセットベクタはE8aエミュレータ用プログラムで使用します。ユーザプログラム実行中にマイコンをリ

セット(ハードウエアリセット1)した場合、E8aエミュレータ用プログラムに移行し、ユーザプログラムは停

止します。なお、ソフトウェアリセット、ウォッチドッグタイマリセット、発振停止検出リセットは使用し

ないでください。いずれのリセットも実行すると、E8aエミュレータが制御不能となります。 

 

(7)E8aエミュレータ使用の割り込み機能(使用不可) 

BRK命令割り込み、アドレス一致割り込み、シングルステップ割り込みおよびDBC割り込みは、E8aエミュ

レータ用プログラムで使用します。したがって、ユーザプログラムでこれらの割り込みを使用しないでくだ

さい。また、E8aエミュレータはこれら割り込みのベクタ値をエミュレータが使用する値に書き換えますので、

ユーザプログラム中に割り込みベクタ値が書かれていてもかまいません。 

 

(8)E8aエミュレータ使用の割り込み機能(NMI) 

NMI割り込みを使用する場合は、実行する前に予めウォッチウィンドウでは自動更新無効化にし、メモリ

ウィンドウでは表示固定に設定するなどして、ユーザプログラム実行中のメモリアクセスが発生しないよう

にしてください。ユーザプログラム停止中、およびユーザプログラム実行中のメモリ内容参照・変更時にNMI

割り込みが発生した場合、E8aエミュレータでの制御ができなくなります。 

 

(9)マイコンの予約領域 

MCUのハードウェアマニュアルに定義されていないアドレスは、予約領域です。予約領域の内容は変更しな

いでください。変更した場合、E8aエミュレータでの制御ができなくなります。 
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7.2  フラッシュメモリ 

7.2.1  CPU書き換えモードのデバッグに関する注意事項 
(1)CPU書き換えモードでの書き換え不可の領域 

下記領域に対して、CPU書き換えをしないでください。書き換えた場合、E8aエミュレータでの制御ができ

なくなります。 

 ブロック0領域(F0000h～FFFFFh番地)とE8aエミュレータ用プログラムを含むブロック 

(2)CPU書き換えモード中の動作 

 CPU書き換えモードの設定から解除までの間、ユーザプログラムを停止させないでください。停止させた

場合、E8aエミュレータでの制御ができなくなる場合があります。 

また、予めウォッチウィンドウでは自動更新を無効化にし、メモリウィンドウでは表示固定にするなど、

ユーザプログラム実行中のメモリアクセスが発生しないようにしてください。 

 CPU書き換え実行後のデータは、CPU書き換えモードを解除した後でプログラムを停止させ、メモリウィン

ドウなどで参照してください。 

 プログラム領域のフラッシュメモリを書き換える場合は、High-performance Embedded Workshopの[基本

設定]→[エミュレータ]→[システム...]メニューを選択しオープンする[Configuration]ダイアログにて、

[Flash memory synchronization]の設定を[Flash memory to PC]に変更して、デバッガのキャッシュをオ

フにしてください。 

なお、この設定を行うと、ブレークするたびにフラッシュメモリのリードが行われますので、時間を要し

ます。CPU書き換えモードのデバッグを行う場合以外は[Disable]にしてご使用ください。 

 

7.2.2  フラッシュメモリ書き換え中の注意事項 
(1)フラッシュメモリ書き換え中にマイコンをリセットしないでください。 

フラッシュメモリ書き換えは、High-performance Embedded Workshopのアウトプットウィンドウ上で、

"Flash memory write end"が表示された時点で終了します。 

フラッシュメモリ書き換え中にマイコンをリセットした場合、ユーザプログラムまたはE8aエミュレータ用

プログラムが破壊される可能性があります。 

フラッシュメモリ書き換えが発生するケースは以下の通りです。 

 ユーザプログラムダウンロード時 

 フラッシュメモリ上にPCブレークを設定し、ユーザプログラム実行した後 

 フラッシュメモリ上に設定したPCブレークを解除し、ユーザプログラム実行した後 

 メモリウィンドウでフラッシュメモリの値を書き換え、ユーザプログラム実行した後 

 

7.2.3  デバッグに使用したマイコン 
デバッグ中はE8aエミュレータによりフラッシュメモリの書き換えを頻繁に行います。したがって、デバッグ

で使用したマイコンを製品に使用しないでください。 

また、デバッグ中のマイコンにはE8aエミュレータ用プログラムが書き込まれますので、デバッグで使用した

マイコンのフラッシュメモリの内容を保存し、製品用ROMデータとして使用しないでください。 
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7.2.4  フラッシュメモリのIDコード 
フラッシュメモリを第三者に読み出されないようにするためのマイコンの機能です。 

マイコンのフラッシュメモリに書き込まれたIDコード(表 7.4）とデバッガ起動時に表示される[IDコード確

認]ダイアログ(図 7.1)で入力したIDコードが一致しなければデバッガを起動することができません。 

ただし、フラッシュメモリに書かれているIDコードがFFh, FFh, FFh, FFh, FFh, FFh, FFhの場合は、IDコー

ドが設定されていないと見なし、自動的に認証が行われますので、[IDコード確認]ダイアログは表示されませ

ん。 

IDコード領域へ書き込む値はモードにより下記の通り異なります。 

 [フラッシュメモリデータの書き込み]モード：   ユーザプログラムの内容 

 [フラッシュメモリデータの書き込み]以外のモード：FFh, FFh, FFh, FFh, FFh, FFh, FFh 

                        (ダウンロードするユーザプログラム内容に関係無) 

 

表 7.4 IDコード格納領域 

番地 内容 

FFFDFh IDコード 1バイト目 

FFFE3h IDコード 2バイト目 

FFFEBh IDコード 3バイト目 

FFFEFh IDコード 4バイト目 

FFFF3h IDコード 5バイト目 

FFFF7h IDコード 6バイト目 

FFFFBh IDコード 7バイト目 

 

 
図 7.1 [ IDコード確認 ］ダイアログボックス 

 

注意事項 
【[ フラッシュメモリデータの書き込み ]モードでの注意事項】 

 lmc30の -IDオプションでIDコードを設定している場合は、MOTファイルまたはHEXファイルをダウンロー

ドしてください。X30ファイルをダウンロードした場合、IDコードは反映されません。 

 X30ファイルをダウンロードする場合は、アセンブラ指示命令".BYTE"などを使用してIDコードを記述して

ください。 

 また、アセンブラ指示命令".ID"で指定したIDコードが出力されるファイルは、アセンブラのバージョン

によって異なります。詳細は、ご使用のアセンブラのユーザーズマニュアルをご覧ください。 
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7.3  電源供給に関して 

(1)消費電流 

E8aからユーザシステムに電源を供給しない場合、E8aエミュレータはユーザシステム電源を数mA～十数mA

消費します。これは、ユーザシステム電源電圧に通信信号レベルを合わせるため、ユーザ電源で74LVC125、

74LVC1T45および74LVC2T45を駆動しているためです。 

 

(2)E8a電源供給機能に関する注意事項 

E8aを使用して量産工程などでの信頼性を要求する書き込みを行う場合は、E8aからの電源供給機能は使用

せず、別途、マイコンの書き込み電圧に合致した電源をユーザシステムに供給してください。 

E8aからの供給電圧はPCのUSB電源性能に依存するため、精度の保証ができません。 

また、2電源でマイコンを動作させるシステムをデバッグする場合、E8aから電源供給はできません。 

 

 

7.4  ユーザプログラム停止中の動作 

(1)ユーザプログラム停止中の周辺I/O 

ユーザプログラム停止中、割り込みは受け付けませんが周辺I/Oは動作し続けます。例えば、タイマを動作

させた後にブレークでユーザプログラムを停止させたとき、タイマはカウントし続けますが、タイマ割り込

みは受け付けられません。 

 

 

7.5  デバッグ機能 

(1)ユーザプログラム実行中のメモリ内容参照と変更 

ユーザプログラム実行中にメモリの内容を参照、変更する場合、ユーザプログラムを一時的に停止させて

います。したがって、リアルタイム性がなくなります。 

ユーザプログラム実行中のリアルタイム性が問題となる場合は、実行する前に予めウォッチウィンドウで

自動更新無効化にし、メモリウィンドウでは表示固定に設定するなどして、ユーザプログラム実行中のメモ

リアクセスが発生しないようにしてください。 

 

(2)ユーザプログラム実行中のアドレス一致ブレークの設定 

ユーザプログラム実行中にアドレス一致ブレークの追加、解除する場合、ユーザプログラムを一時的に停

止させています。したがって、リアルタイム性がなくなります。 

 

(3)PCブレークポイントに関する注意事項 

ユーザプログラムを変更後ダウンロードする場合、変更内容によっては設定されているPCブレークの設定

アドレスが正常に補正されない場合があります。このため、設定したPCブレークの命令以外にブレークポイ

ントがずれる場合があります。 

ユーザプログラムダウンロード後は、イベントポイントウィンドウでPCブレークの設定内容を確認、再設

定してください。 

MCUの動作クロックがサブクロック等の低速クロックを使用する状態になっている場合、PCブレークの設定

/解除に時間を要する場合がありますので、イベントブレークを優先してご使用ください。 
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(4)「カーソル位置まで実行」機能 

「カーソル位置まで実行」機能はアドレス一致ブレークを使用して実現しています。このため、「カーソ

ル位置まで実行」を行った際、設定しているアドレス一致ブレークはすべて無効になります。ただし、PCブ

レークはすべて有効のままです。 

 

(5)ストップモード、ウエイトモードのデバッグ 

ストップモード、ウエイトモードのデバッグをする際は、ストップモード、ウエイトモード解除後に実行

される処理部にブレークポイントを設定するなどして、ブレークポイントで止まるまで画面の操作をしない

でください。 

また、プログラムを実行する前に予めウォッチウィンドウの自動更新無効化にし、メモリウィンドウでは

表示固定に設定するなどして、ユーザプログラム実行中のメモリアクセスが発生しないようにしてください。 

ストップモード、ウエイトモード中に、プログラムを強制停止させた場合およびメモリ内容の参照・変更

を行った場合、ストップモード、ウエイトモードが解除されます。 

 

(6)低消費電力モード 

低消費電力モードのデバッグのデバッグをする際は、低消費電力モード解除後に実行される処理部にブ

レークポイントを設定するなどして、ブレークポイントで止まるまで画面の操作をしないでください。 

 

(7)ユーザプログラムのダウンロードに関する注意事項 

ユーザプログラムのダウンロードは動作クロックをXinに切り替えて行っています。ダウンロード終了後は

CPUリセットを行います。 

そのため、メニュー[デバッグ] → [デバッグの設定]で開く"デバッグの設定"ダイアログボックスのオプ

ションタブにある"ダウンロード後にCPUリセット"チェックボックスの設定に関係なく常にCPUリセットが行

われます。 
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(8)ユーザプログラム停止中のDMAC 

ユーザプログラム停止時、およびユーザプログラム実行中のメモリ内容参照・変更時はDMA転送を禁止にし

ています。またこの時E8aエミュレータでは下記のようにレジスタ設定しています。 

このためメモリウィンドウ等で下記レジスタを参照してもDMA禁止状態となっています。 

 

 DMA制御レジスタ0(DM0CON)の 

DMA許可ビット(bit3)   0:DMA禁止 

 DMA制御レジスタ1(DM1CON)の 

DMA許可ビット(bit3)   0:DMA禁止 

 DMA制御レジスタ2(DM2CON)の 

DMA許可ビット(bit3)   0:DMA禁止 

 DMA制御レジスタ3(DM3CON)の 

DMA許可ビット(bit3)   0:DMA禁止 

 割り込み制御レジスタの  

割り込み要求ビット(bit3)    0:割り込み要求なし 【注1】 

 

メモリウィンドウ等からDMA転送を許可にしないでください。DMA転送の許可はユーザプログラム中で実施

してください。 

 

注意事項 
【注1】 ユーザプログラム実行時にDMA禁止状態は、ユーザプログラム停止前の状態に戻しますが、 

割り込み要求ビットは0のままとなります。 
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(9)例外的なステップ 

① ソフトウェア割り込み命令 

ソフトウェア割り込みを発生させる命令(未定義命令、オーバフロー命令、BRK命令、INT命令)の内部処理

を連続してステップ実行はできません(図 7.2参照)。 

 

NOP

NOP

INT #3

NOP

JMP MAIN

INT_3:

NOP

NOP

NOP

REIT

STEP実行するとすり抜けてしまう

本来止まるべきアドレス

 

図 7.2 ソフトウェア割り込みの例 

 

① INT命令 

INT命令を用いたプログラムのデバッグは、INT命令内部処理にPCブレークを設定し、GOコマンドと共に使

用してください(図 7.3参照)。 

 

NOP

INT #3

NOP

JMP MAIN

INT_3:

NOP　　Break

NOP

REIT

GOコマンドによる実行

 

図 7.3 INT命令の場合 
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